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平成17年9月20日

CURATOR紹介

http://mitizane.LL.chiba-u.jp/curator/

平成17年9月20日

名称、機能

名称：
千葉大学学術成果リポジトリ
CURATOR

Chiba University Repository 
for Access To Outcomes from Research 

機能
学内で生産された研究成果を蓄積，保存し，学内外に
公開するためのインターネット上の発信拠点。いわゆる
機関リポジトリのひとつ。
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システムまわり

 システム構築
平14年度プロトタイプ完成。改良を加え現在に至る。

 ハードウェア
 中程度のサーバ（DELL PowerEdge 600SC（メモリ1G，

HD80G）
 OS,　ソフトウェア

 OS　Miracle Linux  　DB Oracle 9.I Webサーバ　Apache 　
 リポジトリ部分　独自開発システム

 実装機能
　　　利用者管理　　 コンテンツ登録（アップロード）

　　メタデータ更新　 検索・利用

　　OAI-PMH　データプロバイダ機能

平成17年9月20日

公開Ｗｅｂページ

http://mitizane.LL.chiba-u.jp/curator/

登録や検索の全てはこのペー
ジから。
検討資料類、参考文献等も
可能な限り公開し、他大学
の参考に。
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登録コンテンツ

プレプリント

雑誌掲載論
文

紀要論文
会議発表論
文

教材

テクニカルレ
ポート

単行書の章

その他

(48)

(11)

(17)

(498)

(44)

(3)

(10)

(73)

リポジトリ登録コンテンツ数（合計704件）

平成17年5月現在

平成17年9月20日

登録コンテンツ

1件も登録の
ない教員

1件以上登録
のある教員

(1240）

(130）

平成17年5月現在

リポジトリに自著が登録されている千葉大学の教員数



シンポジウム「機関リポジトリの将来を探る」

4

平成17年9月20日

世界における位置付け
登録リポジトリ数（４３７機関　38万件）

台湾
0.5%

中国
0.7%

アジア
4.8%

その他
0.7%

インド
1.8%

その他
7%

日本
1.1%

北米
36.0%

欧州
51.4%

（157）

（224）

（22）

（34）

【大学】

　千葉大 (704件)

　北海道大（試行中）

　早稲田大 (試行中)

【学部・研究室】

　北海道大[理] (850件)

　東工大 (11件)

【中央機関】

　国立情報学研究所

【その他】

　日仏学会

我が国の登録内訳

平成17年9月20日

登録インタフェース（学内向け）

必要事項を入力し、
論文の電子ファイ
ルをアップロード

※電子メールによる登録も可
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登録から公開まで

電子メール添付

CURATOR
蓄　積

Webインタフェース

研究成果登録

研
究
者

登録サポート／システム管理

図
書
館

CURATOR公開Webサイト
（千葉大から直接公開）Google等の検索エンジン

OAI-PMH経由
データ提供
（Harvesting)

数万～数十万件規模で
文献情報を収集・提供す
る強力なWebサイト群Junii(NII)

OAIster

Scirus
公　開

平成17年9月20日

データ流通の鍵となるOAI登録

 OAI（Open Archives Initiative)　登録
　http://www.openarchives.org/Register/BrowseSites
OAI-PMHデータ提供者として申請・登録（日本初例）。
実験段階からすでにOAI-PMH準拠。

CURATOR発のメタデータは世界を駆け巡る
各国のメタデータ収集サイトがCURATORのメタデータを自動
収集
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OAI-PMHによるデータ流通

IRIR IR
IR

Google junii

OAISter etc. Harvest
WWW

「外見」

平成17年9月20日

OAIsterによる検索(http://www.oaister.org)

「外見」

“ Ipomoea batatas”で検索

18機関のリポジトリ
から67件ヒット。そ
のうち、CURATOR
で1件ヒット。

検索結果
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理想的循環図　


